
「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。
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保育の質を確保するための条例を可決
平成30年度各会計決算を認定
そこが聞きたい！！一般質問
議会って何するところ？

●８月20日／「議会って何するところ？」（市民活動センター事業）

「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。



　
「
湖
西
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
4
条

第
2
項
の
規
定
に
基
づ
く
施
設
等
利
用

費
の
支
給
の
対
象
と
な
る
認
可
外
保
育

施
設
の
範
囲
の
限
定
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
」を
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
10
月
か
ら
の
幼
児
教

育
無
償
化
に
伴
い
、
県
へ
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
届
出
が
さ
れ
て
い
る
認
可
外

保
育
施
設
は
、
５
年
間
は
国
の
基
準
を

満
た
さ
な
い
場
合
で
も
無
償
化
の
対
象

と
な
る
と
こ
ろ
を
、
国
の
基
準
を
満
た

す
施
設
に
限
定
し
、
施
設
を
利
用
す
る

児
童
へ
の
保
育
の
質
の
確
保
と
安
全
・

安
心
に
対
し
一
定
の
基
準
を
設
け
る
も

の
で
あ
る
。

　

市
民
に
質
の
高
い
保
育
を
提

供
す
る
意
向
だ
が
、
今
後
増
え

る
と
見
込
ま
れ
る
保
育
需
要
に

対
応
で
き
る
の
か
。

　

こ
の
条
例
を
定
め
た
場
合
、
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
認
可
外

保
育
施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も

が
多
く
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、

影
響
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

本
市
に
あ
る
４
つ
の
認
可
外
保
育

施
設
は
国
の
基
準
を
満
た
し
て
お

り
、
今
回
の
条
例
化
に
よ
る
影
響

は
な
い
。

議案
番号　

内　

容

55

湖
西
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
4
条
第
2
項

の
規
定
に
基
づ
く
施
設
等
利
用
費
の
支
給

の
対
象
と
な
る
認
可
外
保
育
施
設
の
範

囲
の
限
定
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つい
て

56

湖
西
市
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
制
定
に
つい
て

57

湖
西
市
立
学
校
設
置
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つい
て

58

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つい
て

59

湖
西
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つい
て

60

湖
西
市
印
鑑
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つい
て

61

湖
西
市
手
数
料
徴
収
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つい
て

62

新
居
関
所
史
料
館
条
例
及
び
新
居
宿
旅

籠
紀
伊
国
屋
資
料
館
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つい
て

63

湖
西
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つい
て

64

湖
西
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つい
て

❖
議
案
一
覧
❖

【
９
月
２
日
】９
月
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、開
議
に
先

立
ち
、平
成
30
年
度
湖
西
市
財
政
指
標
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。開
議
後
、会
期
を
10
月
２
日
ま
で
の

31
日
間
と
決
め
、市
長
提
出
25
議
案
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。そ
の
う
ち
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
、決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
９
月
９
日
、10
日
、11
日
】各
日
５
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
っ
た
。

【
９
月
17
日
】議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、条
例
の

一
部
改
正
・
補
正
予
算
な
ど
16
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、条
例
の
制
定
及
び
平
成
30
年
度
各
会
計

決
算
の
計
７
議
案
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
10
月
２
日
】

　

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
、条
例

の
制
定
及
び
平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
の
委
員
長

報
告
を
行
い
、関
連
議
案
を
含
め
計
９
議
案
を
可

決
・
認
定
し
た
。そ
の
後
、議
会
運
営
委
員
会
か
ら
追

加
提
出
さ
れ
た
１
議
案
及
び
総
務
経
済
委
員
会
か

ら
追
加
提
出
さ
れ
た
意
見
書
１
議
案
を
可
決
し
、９

月
定
例
会
を
終
了
し
た
。

❖議会の概要

平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

保
育
の
質
を
確
保
す
る

た
め
の
条
例
を
可
決

9月
定例会

　

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
策
定
中
の
第
二
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
進
め
て
い
く
が
、
新
居
幼
稚

園
及
び
岡
崎
幼
稚
園
の
こ
ど
も

園
化
と
新
設
の
真
愛
三
ツ
谷
こ

ど
も
園
に
よ
り
、
当
面
は
対
応
で

き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
民
間
施
設
の
創

設
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
を

行
い
、
保
育
の
受
け
皿
確
保
に
努

め
て
い
く
。

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

議
案
第
55
号

保
育
の
質
を
確
保
す
る
た

め
、
認
可
外
保
育
施
設
を

幼
児
教
育
無
償
化
の
対
象

外
と
す
る
条
例
を
制
定

2◦◦◦こさい議会だより 〈9月定例会〉



審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、全
議
案
を
原
案
可
決 (

決
算
の「
認

定
」を
含
む)

し
た
。
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は

Ｐ
７
を
参
照
。

65

湖
西
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つい
て

66

湖
西
市
給
水
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つい
て

67

湖
西
市
水
道
の
布
設
工
事
及
び
布
設
工
事
監

督
者
等
の
資
格
に
関
す
る
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つい
て

68

湖
西
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
等
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つい
て

69

令
和
元
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

70

令
和
元
年
度
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

71

令
和
元
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

72

令
和
元
年
度
湖
西
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

73

平
成
30
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

74

平
成
30
年
度
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

75

平
成
30
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

76

平
成
30
年
度
湖
西
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

77

平
成
30
年
度
湖
西
市
公
共
下
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

78

平
成
30
年
度
湖
西
市
水
道
事
業
会
計
剰

余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

79

平
成
30
年
度
湖
西
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

80

湖
西
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
制
定
に
つ
い
て

81
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地

震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」の
延

長
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
「
新
居
関
所
史
料
館
条
例
及
び
新
居

宿
旅
籠
紀
伊
国
屋
資
料
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」を

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
新
居
関
所
史
料
館
の

入
館
料
に
つ
い
て
、
市
の
統
一
的
な
基

準
で
見
直
す
と
と
も
に
、
共
通
入
館
料

と
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
料
を
追
加
す
る
な

ど
の
改
正
で
あ
る
。

　

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
料
１
千
円

の
算
出
根
拠
や
形
は
。

　

共
通
入
館
券
１
回
分
が 

５
０
０

円
で
あ
り
、
夏
と
冬
の
企
画
展
の

２
回
以
上
に
来
館
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
想
定
し
た
。
名
刺
サ
イ

ズ
で
、
氏
名
・
顔
写
真
、
裏
面
に

は
関
所
の
写
真
を
印
刷
し
、
加
工

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
令
和
元
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）」を
全
員
賛
成
に
よ

り
可
決
し
た
。

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
予
算
額
は
1 

億
１
，０
５
９
万
５
千
円
増
額
さ
れ
、

総
額
２
１
４ 

億
１
，７
８
６ 

万
3
千
円

と
な
っ
た
。

【
歳
出
】

●
道
路
維
持
費

　

鷲
津
駅
前
広
場
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

に
係
る
工
事
請
負
費
及
び
旅
費
を
計

上
。 

３
，
１
１
４
万
５
千
円

　

工
事
の
概
要
は
。

　

鷲
津
駅
前
広
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー

に
設
置
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
ル
タ
ー

と
駅
舎
の
入
口
を
結
ぶ
通
路
に

屋
根
を
設
置
す
る
も
の
で
、
年
度

内
の
設
置
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

議
案
第
62
号

新
居
関
所
史
料
館
・
新
居

宿
旅
籠
紀
伊
国
屋
資
料
館

の
入
館
料
改
正
を
可
決

議
案
第
69
号

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

補
正（
第
3
号
）の
主
な
内
容

▲現在の鷲津駅前広場シェルターの様子
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
、

認
定
し
た
。
な
お
、
一
般
会
計
決
算
審

査
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
・
付
託
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
審

査
を
行
っ
た
。

二
橋
益
良　

中
村
博
行

柴
田
一
雄　

加
藤
治
司

滝
本
幸
夫　

三
上　

元

菅
沼　

淳　

土
屋
和
幸

高
柳
達
弥　

楠　

浩
幸

佐
原
佳
美　

吉
田
建
二

竹
内
祐
子　

荻
野
利
明

馬
場　

衛

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
決
算
に
つ
い
て
は
総
務
経

済
委
員
会
に
、
介
護
保
険
・
病
院
事
業

決
算
に
つ
い
て
は
福
祉
教
育
委
員
会
に
、

公
共
下
水
道
・
水
道
事
業
決
算
に
つ
い

て
は
建
設
環
境
委
員
会
に
付
託
し
、
審

査
を
行
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
大
幅
な
減

少
に
対
す
る
方
策
は
。

　

現
在
、
総
務
省
が
示
し
て
い
る

基
準
を
遵
守
し
な
が
ら
寄
附
金
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
寄
附
者
に

湖
西
市
を
選
択
し
て
も
ら
う
工
夫

が
必
要
で
あ
る
。
他
市
町
村
の
返

礼
品
と
差
別
化
す
る
た
め
、
質
の

高
い
返
礼
品
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
よ
う
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

議
案
第
73
号
〜
79
号

平
成
30
年
度 

各
会
計
決
算
を
認
定

■平成30年度各会計決算 （単位：円）

会計区分
決算額

歳　入 歳　出

一般会計 21,554,398,514 19,961,576,177

特別会計

国民健康保険事業 6,066,248,483 5,673,148,825

介護保険事業 4,027,706,628 3,816,886,049

後期高齢者医療事業 666,030,884 665,374,831

企業会計

公共下水道事業

収益的収入 収益的支出

1,354,179,332 1,332,298,719

資本的収入 資本的支出

489,761,586 841,217,143

水道事業

収益的収入 収益的支出

1,237,347,499 1,043,184,110

資本的収入 資本的支出

17,601,816 384,746,015

病院事業

収益的収入 収益的支出

3,425,862,847 3,317,909,980

資本的収入 資本的支出

263,995,000 430,525,521

決
算
特
別

委
員
会
の

審
査

▲ふるさと納税のチラシ
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デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
利
用
実
績
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

　

平
成
30
年
３
月
か
ら
白
須
賀
地

区
で
実
証
実
験
を
開
始
し
、
当
初

は
一
月
当
た
り
64
名
で
あ
っ
た

が
、
令
和
元
年
８
月
に
は
２
０
２

名
に
増
加
し
た
。
コ
ー
ち
ゃ
ん
バ

ス
の
利
用
者
数
も
実
証
実
験
開

始
前
の
半
年
間
で
は
約
１
万
１
，

５
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
の

同
時
期
に
は
約
２
千
人
増
加
し

た
た
め
、
市
民
の
公
共
交
通
ニ
ー

ズ
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　

移
住
・
定
住
促
進
事
業
の
成

果
は
。
移
住
フ
ェ
ア
参
加
の
手

応
え
は
あ
っ
た
の
か
。

　

現
時
点
で
成
果
と
し
て
表
す

こ
と
は
難
し
い
が
、
移
住
フ
ェ
ア

で
多
く
の
来
場
者
の
声
を
聞
け

た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

湖
西
市
で
の
雇
用
、
買
い
物
や
子

育
て
な
ど
の
相
談
、
補
助
制
度
へ

の
質
問
な
ど
を
も
ら
い
、
湖
西
市

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
い

う
点
で
、
大
き
な
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。

　

訪
問
看
護
事
業
の
医
療
保
険

で
の
利
用
者
増
加
の
要
因
と
利

用
回
数
が
多
い
人
の
内
容
は
。

　

要
因
と
し
て
は
、
医
療
度
の
高

い
人
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
や
精
神
疾
患
の
利
用
者

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
変
更

に
よ
り
、
訪
問
看
護
を
利
用
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
げ

ら
れ
る
。
利
用
回
数
の
多
い
人
の

内
容
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど

の
難
病
で
あ
り
、
利
用
回
数
は
、

週
２
回
か
ら
３
回
の
訪
問
を
し

て
い
る
。

　

最
近
公
表
さ
れ
た
県
民「
お

達
者
度
」で
男
性
は
１
位
と
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
健

康
づ
く
り
事
業
の
効
果
・
要
因

は
。

　

市
が
実
施
す
る
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
の
参
加
者
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
７
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
健
康
に
対
す
る

意
識
が
高
い
人
が
多
い
。
ま
た
、

各
部
署
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
対
策
を
推
進
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
が
要
因
と
な
り
、「
お

達
者
度
」が
上
位
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　

　

女
性
活
躍
推
進
事
業
に
お
い

て
、
再
就
職
で
き
た
人
の
内
訳

と
事
業
所
の
反
応
は
。

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
う
ち
、
20

代
が
１
名
、
30
代
が
５
名
、
40
代

が
２
名
、
50
代
以
上
が
１
名
の
合

計
９
名
の
再
就
職
を
確
認
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
で
は
、
企
業
面

接
会
も
開
催
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
が

成
立
し
た
事
業
所
か
ら
は
、「
就

職
意
欲
の
高
い
人
材
と
接
触
で

き
る
の
で
、
さ
ら
に
回
数
を
増
や

し
て
欲
し
い
」と
い
う
要
望
や
、

「
就
職
の
き
っ
か
け
と
し
て
有
効

で
あ
る
」と
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

▲デマンド型乗合タクシー
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た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

内
容
は
。
活
用
及
び
対
象
者
へ

の
周
知
方
法
は
。

　

局
所
的
豪
雨
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
り
、
た
め
池
が
決
壊
し
た

場
合
の
浸
水
域
や
浸
水
の
深
さ
、

到
達
時
間
な
ど
の
情
報
を
地
図

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
災
害
時
の

避
難
行
動
に
役
立
て
、
地
域
の
防

災
訓
練
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
完
成

し
た
マ
ッ
プ
は
、
各
た
め
池
の
氾

濫
想
定
区
域
の
自
治
会
を
経
由

し
て
住
民
に
周
知
を
行
っ
た
ほ
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
各
地
区
の

公
会
堂
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
公
表
し
て
い
る
。

　

地
域
防
災
指
導
員
の
活
動
実

績
と
成
果
は
。

　

全
体
講
習
会
、
視
察
研
修
な
ど

の
会
議
や
研
修
会
を
１
４
２
回
、

各
自
主
防
災
会
や
幼
・
小
・
中

学
校
な
ど
へ
の
出
前
講
座
や
防

災
指
導
を
58
回
実
施
し
た
。
出
前

講
座
な
ど
で
の
指
導
・
啓
発
に

よ
り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の

底
上
げ
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
避
難
所
運

営
連
絡
会
に
お
い
て
、
構
成
メ
ン

バ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
い
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
大
変
貢

献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

み
な
と
運
動
公
園
で
は
、
台

風
被
害
に
よ
り
一
部
施
設
で
使

用
不
能
と
な
っ
た
が
、
利
用
者

へ
の
影
響
は
。

　

平
成
29
年
度
に
比
べ
利
用
者

数
が
減
少
し
て
お
り
、
台
風
被
害

も
含
め
雨
に
よ
る
影
響
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
る
。
昨
年
９
月
末

の
台
風
で
は
、
防
球
ネ
ッ
ト
支
柱

が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
多
目

的
東
広
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面

を
使
用
中
止
と
し
た
こ
と
で
、
利

用
者
に
は
別
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

振
り
替
え
て
も
ら
う
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
た
。

　　

特
別
支
援
教
育
推
進
事
業
の

成
果
と
課
題
は
。
支
援
員
不
足

と
い
う
こ
と
で
工
夫
し
た
点
は
。

　

休
み
時
間
に
も
児
童
生
徒
の

そ
ば
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
よ

り
、
学
級
全
体
が
落
ち
着
い
て
生

活
で
き
て
い
る
こ
と
が
一
番
の

成
果
と
い
え
る
。
課
題
は
、
支
援

員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
通
常
学
級
に
お
い
て
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
個
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
４
月
か
ら
は
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
生

徒
指
導
部
会
な
ど
の
会
議
に
参

加
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
に
効
果
的
に
働
き
か
け

て
い
く
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

　

　

平
成
30
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
全
員
賛
成

に
よ
り
認
定
し
た
。

　

特
別
徴
収
保
険
料
が
前
年
度

と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
て
い

る
要
因
は
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
第
7
期
介

護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
際
に
介
護
保
険
料
の
基
準
額

が
月
額
４
，
６
０
０
円
か
ら
5
千

円
に
、
年
額
５
万
5
，
２
０
０
円

か
ら
6
万
円
に
増
額
と
な
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
本
算
定

時
の
特
別
徴
収
対
象
者
が
平
成
29

年
度
１
万
４
，９
１
２
人
に
対
し
、

平
成
30
年
度
1
万
5
，
２
４
６
人

と
前
年
度
比
３
３
４
人
の
増
加

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

❖
委
員
会
で
の
質
疑
❖

議
案
第
75
号

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
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※「○」は賛成、「●」は反対、「欠」は欠席。　※議長（加藤弘己）は採決に加わらない。

賛否が分かれた議案一覧表

議案番号・議案名
結　

果

柴
田 

一
雄

加
藤 

治
司

滝
本 

幸
夫

三
上　

 

元

福
永 

桂
子

菅
沼　

 

淳

土
屋 

和
幸

高
柳 

達
弥

楠 　

浩
幸

佐
原 

佳
美

吉
田 

建
二

加
藤 

弘
己

竹
内 

祐
子

荻
野 

利
明

馬
場　

 

衛

中
村 

博
行

神
谷 

里
枝

二
橋 

益
良

議案第73号
平成30年度湖西市一般会計歳
入歳出決算認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ○ ○ ○

議案第74号
平成30年度湖西市国民健康保
険事業特別会計歳入歳出決算
認定について

可
決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ○ ○ ○

意見書を可決

「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業に係る国の財
政上の特別措置に関する法律」の延長に関する意見書を可決

議案第81号　議会提出

（要約）
　東海地震及び東南海地震に備えて、地震防災対策強化地域である本市は、静岡県が作
成した地震対策緊急整備事業計画に基づき、各般にわたる地震対策を鋭意講じていると
ころである。
　しかし、今後実施すべき事業が数多く残されているにもかかわらず、この計画は令和
元年度末で期限切れを迎える。よって国において、「地震防災対策強化地域における地震
対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」を延長するように強く要
望する。

※あて先…衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、
厚生労働大臣、農林水産大臣、国土交通大臣、内閣府特命担当大臣（防災）、

 消防庁長官、林野庁長官、水産庁長官
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オハヨウ

「日本語教育の推進に関する法律」の推進は▲ ▲ ▲

日本語教育の重要性を重く受け止め、市と企業の責務を果たせるよう双方
 協力して推進する

楠　 浩幸

成年後見制度の周知や手続きの支援方法は▲ ▲ ▲

市民対象の講演会や、民生児童委員への情報提供、広報紙、ウェブサイトで
 周知する

　一般質問は、議案と関係なく市の行政全般にわたり、事務の執行状況や将来の
方針について所信をただし、あるいは報告・説明を求めるもので、定例会に限って行
われます。
　今９月定例会では、15人の議員が一般質問を行いました。

湖西市議会公式サイト

https://www.city.kosai.shizuoka.jp/gikai/index.html

湖西市議会 本会議インターネット放送 本会議の放送はこちらから（YouTubeへ）

ウェブサイトで本会議の映像を見ることができます。

●成年後見制度について

　成年後見制度の周知や手続きの支
援など、今後どのように進めていくの
か。

　市民対象の講演会を毎年開催してい
く。今後は、民生児童委員への情報提供
や、広報紙、ウェブサイトで周知を強化す
る。

　湖西市で成年後見制度を必要とす
る人は、現在推定何人くらいいるの
か。

　判断能力の程度、家族の状況、生活
環境などにより判断されることから、正確
に把握することは難しいが、平成24年の
認知症患者数は、65歳以上の高齢者の
７人に１人であり、市の平成31年３月末
現在の65歳以上の人口16,230人で試
算すると、約2,300人になると思われる。

土屋 和幸

　「日本語教育の推進に関する法律」
を、市はどのように推進するのか。

　今後外国籍の住民の増加が予想され
ることから、日本語教育の重要性を重く
受け止め、「日本語教育の推進に関する
法律」の着実な履行と、企業へ「雇用者
等への学習機会の提供と支援」につい
て要請を行い、それぞれの責務を果たせ
るよう双方協力して推進していく。

　湖西国際交流協会の役割と位置付
けについてどのように認識し、連携を
考えているのか。

　湖西国際交流協会は、多文化共生
社会の実現に寄与する事業を実施して
いる市の多文化共生推進における大切
なパートナーであり、今後も事業推進に
関して綿密な連携のもと相互に協力して
いきたい。

●次期多文化共生推進プラン策定に向けて

その他の質問 ●包括施設管理業務委託料に
　ついて

産婦人科医院の誘致について、新たな取り組みは▲ ▲ ▲

普通分娩ができる助産所の開設なども視野に入れた方策を考えていきたい

柴田 一雄

「広バル」はどのような展開を図っていくのか▲ ▲ ▲

地元商店をはじめとした地域の主導により、にぎわいを創出することが理想形である

二橋 益良

都市計画道路の整備計画と進捗状況は▲ ▲ ▲

平成30年度末現在、59.65kmのうち40.77km、68.3％が整備済となっている

高柳 達弥

●新所原SG広場Bar（広バル）実施について

　今後はどのような展開を図っていく
のか。

　今回開催した「広バル」では、肯定的な
意見が多く、にぎわい創出の契機になっ
た。さらなる新所原駅周辺の活性化を進め
ていく中で、最終的には市のサポートが無
くても地元商店をはじめとした地域主導の
にぎわいを創出することが理想形と考える。
今後、職住近接推進会議にて、市の関わ
り方、条件付き営利活動が可能なエリアの
活用などについて検討していきたい。

　新所原駅周辺の活性化のための開
催は、どのような経緯であったのか。

　整備された新所原駅の効果を活かした
にぎわいづくりの必要性を感じ、平成30年
度から担当部署を中心に庁内組織を立ち
上げ、今年度、運営方式などについて湖
西市商工会など関係団体と意見交換を
重ね、実証実験という形での開催に至っ
た。

●市内の分娩環境の整備と産前産後
ケアの取り組みについて

　産婦人科医院の誘致について、今
後の新たな取り組みなど具体的な方
策はあるのか。

　現在の補助金制度に加え、他の機関
とも連携して、普通分娩ができる助産所
の開設なども視野に入れた方策を考えて
いきたい。

　今年度から産婦健康診査・産後ケ
ア事業を実施しているが、医療機関と
の連携状況や広報活動について伺う。

　産婦の育児不安が強い場合などには、
医療機関から連絡票が届くこととなってお
り、入院中に病院へ出向いて退院の調整
を行い、退院直後には家庭訪問を実施
し、育児状況の確認や助言を行っている。
　産婦健康診査については、母子手帳
交付時に個別で説明し、産後ケア事業に
ついては、利用条件など、詳細確認が必
要なため、ウェブサイト、医療機関で周知し
ている。

　都市計画道路及び一般市道の整備
計画と進捗状況について伺う。

　平成30年度末現在で、都市計画道路
は、29路線、59.65kmが都市計画決定さ
れ、68.3％の40.77kmが整備済である。現
在、大倉戸茶屋松線と鷲津駅谷上線が
整備中である。
　一般市道は、新所原笠子線の約370
ｍを整備する計画で、事業費ベースでの
進捗率は約６％である。

　社会経済状況に対応した道路整備、
橋梁の補修計画の見直しが必要と考
えるが、市の考えを伺う。

　厳しい財政状況の中、緊急性、経済
効果を加味しながら、安全・安心を第一
に、効果的・効率的な事業を実施してい
く必要があり、社会経済状況の変化によ
り見直しを行いながら進めていく。

▲「広バル」のポスター

▲成年後見制度講演会のチラシ

●道路の整備及び橋梁の補修事業促進と今後の計画について
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成年後見制度について障害者への情報提供方法は

神谷 里枝

「産後ケア」事業を湖西病院でも実施できないか▲ ▲ ▲

現在の体制では厳しい状況である

佐原 佳美

空き家のリフォーム費用を市が支援する考えは▲ ▲ ▲

10月から実施する「住もっかこさい定住促進奨励金」に優遇措置を設ける

滝本 幸夫

●新規　産婦健康診査・産後ケア事業
について
　「産後ケア」事業を産婦人科医や助
産師のいる湖西病院でも実施できな
いか。

　事業の中心となる助産師は、保健師と
して健診センターの中心的な役割を担っ
ている。また、10年以上助産師としての業
務を行っていないため、現在の業務と兼
務して従事することは厳しい状況である。

●「通園・通学路安全対策の緊急要望」
について

　通園・通学時、園外・校外活動中の
安全確保対策や、交差点の安全総点
検の実施はされたか。

　幼・保・こども園は、合同安全点検を順
次実施しており、園・警察・道路管理者・
行政などの関係機関が、危険箇所の現
場確認や意見交換を実施している。小・
中学校は、年度当初に各校で通学路の
安全点検を実施し、危険箇所などの対
応を関係機関にて協議し、優先度の高
い順に対策に取り組んでいる。

●障害福祉施策について

　成年後見制度の障害者への情報提
供をどのように行っているか。

　リーフレットの配架、市の担当窓口や
相談支援事業所において必要と思われ
る方へ説明は行っている。今後は広報紙
やウェブサイトなどを活用し、更なる周知
に努めていきたい。

●財源確保に向けた人材育成について

　対話型自治体経営シミュレーショ
ンゲームを取り入れた人材育成を行う
考えは。

　職員一人ひとりが財源確保の厳しさ
や財源捻出の難しさについて自ら感じ、
意識を共有する手法の一つとして、経営
シミュレーションゲームを活用した研修会
などを実施し、人材育成につなげていき
たい。

●空き家対策と活用について

　空き家をリフォームして使用できる
よう、市として支援をしていく考えは。

　空き家活用のためにリフォーム費用の
一部を助成することは、有効な施策の一
つと考える。移住定住対策として、10月か
ら実施する「住もっかこさい定住促進奨
励金」事業において、空き家バンク登録
物件購入時に補助率を上乗せする優遇
措置を設ける。さらに空き家などの活用
策があれば改善を図っていきたい。

　空き家バンクの登録と活用はどの
ようにしているか。

　平成28年度の登録制度開始から３年
間で、提供希望者から18件、利用希望者
から30件の問い合わせがあったが、登録
に至った物件はない。空き家バンクに未
登録でも、市内には空き家を活用したレ
ストランや、農泊体験などの事例もあり、
市も側面支援を行っている。

その他の質問 ●がん患者等への外見ケア支援について

不漁の要因と漁業関係者を取り巻く現状は▲ ▲ ▲

自然環境の変化など不漁の要因はさまざまであり、資源と人材確保の両面で
 厳しい状況にある

市民課などがモデルとなり、５S活動を行ってはどうか▲ ▲ ▲

総務課が率先して整理整頓を実施し、その後全庁的に展開していきたい

加藤 治司

通学路における歩道の整備状況と安全確認は▲ ▲ ▲

年度当初に危険箇所などを集約し、関係機関が再点検し、改善を図っている

馬場 　衛

　多くの市民が来庁する市民課など
がモデルとなって５Ｓ活動を行っては
どうか。

　職場の環境美化、適正な文書管理の
推進を所管する総務課が率先し、デスク
周りをはじめ、執務スペースの整理整頓
を実施し、その後全庁的に展開したいと
考えている。

　５Ｓ活動を行う事を銘打って、効率
の良い職場を市民にアピールしてはど
うか。

　５Ｓ活動は、快適な職場環境の実現、
能率の向上、その他の業務改善のきっ
かけとなる重要な活動であると考え、紹介
のあった先進市や民間企業などの事例
を参考とし前向きに進めたい。

●安全・安心なまちづくりについて

　通学路における歩道の整備状況と
安全確認は。

　年度当初に、各小中学校へ「通学路
の安全点検」を指示し、報告された歩道
の整備状況を含めた危険箇所・要注意
箇所を集約。警察などの関係機関が再
点検し、ガードレールの増設や白線の引
き直し、グリーンベルトの設置など、順次
改善を図っている。

　豚コレラの防疫体制と市の取り組
みの状況は。

　養豚業関連業者の車両消毒設備の
設置や、養豚場に電気柵を設置するた
めの補助金措置など静岡県と緊密に連
携して対策をしてきた。また、野生イノシシ
対策として、猟友会による防疫捕獲強化
や、ウイルス感染確認のための血液採取
を実施した。今後は、経口ワクチンの散布
や、養豚場へのワイヤーメッシュ柵の設
置補助の実施などの対策をしていく。

菅沼 　淳
　不漁の続く湖西市の漁業について、
要因と漁業関係者を取り巻く現状を
どのように捉えているか。

　アサリの不漁は深刻で、自然環境の変
化や植物性プランクトンの減少、クロダイ
による食害など要因はさまざまである。漁
業従事者については、高齢化、後継者不
足により減少しており、資源と人材確保
の両面で非常に厳しい状況にある。

　浜名湖に放流される下水処理水の
水質基準とはどのような基準か。

　静岡県が策定する浜名湖流域別下
水道整備総合計画に放流水の基準値
が設定されている。市は、さらに上乗せし
た自主基準値を設定し、放流水の水質
管理を行っており、海洋への放流と比べ
厳しくしている。

●浜名湖を資源とする湖西市の漁業と浜名湖に放流する下水処理水について

●市役所内、改善活動（５Ｓ活動）導入について

▲ ▲ ▲

窓口などで説明を行っているが、今後は広報紙やウェブサイトなどを活用し、
 更なる周知に努めたい

５Ｓ活動とは、職場環境の改善、人材育成などを目的に、整理・整頓・清掃・清潔・しつけに取り組むこと。
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き直し、グリーンベルトの設置など、順次
改善を図っている。

　豚コレラの防疫体制と市の取り組
みの状況は。

　養豚業関連業者の車両消毒設備の
設置や、養豚場に電気柵を設置するた
めの補助金措置など静岡県と緊密に連
携して対策をしてきた。また、野生イノシシ
対策として、猟友会による防疫捕獲強化
や、ウイルス感染確認のための血液採取
を実施した。今後は、経口ワクチンの散布
や、養豚場へのワイヤーメッシュ柵の設
置補助の実施などの対策をしていく。

菅沼 　淳
　不漁の続く湖西市の漁業について、
要因と漁業関係者を取り巻く現状を
どのように捉えているか。

　アサリの不漁は深刻で、自然環境の変
化や植物性プランクトンの減少、クロダイ
による食害など要因はさまざまである。漁
業従事者については、高齢化、後継者不
足により減少しており、資源と人材確保
の両面で非常に厳しい状況にある。

　浜名湖に放流される下水処理水の
水質基準とはどのような基準か。

　静岡県が策定する浜名湖流域別下
水道整備総合計画に放流水の基準値
が設定されている。市は、さらに上乗せし
た自主基準値を設定し、放流水の水質
管理を行っており、海洋への放流と比べ
厳しくしている。

●浜名湖を資源とする湖西市の漁業と浜名湖に放流する下水処理水について

●市役所内、改善活動（５Ｓ活動）導入について

▲ ▲ ▲

窓口などで説明を行っているが、今後は広報紙やウェブサイトなどを活用し、
 更なる周知に努めたい

５Ｓ活動とは、職場環境の改善、人材育成などを目的に、整理・整頓・清掃・清潔・しつけに取り組むこと。
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議会って何するところ？議会って何するところ？

議員勉強会を開催しました。議員勉強会を開催しました。

加齢性難聴者への補聴器購入の助成を▲ ▲ ▲

ほとんどの市町が未実施なため、他市の動向を注視したい

市民の不安を払拭していくための対応は▲ ▲ ▲

ダイオキシン類の調査を継続し、その結果を地域住民へ情報提供していく

吉田 建二

●大気保全体制の強化に向けて

　市民の不安を払拭していくための対応
は。また、自治会連合会で受理している誓
約書を協定書に変更していく考えは。

　空気や水を保全するために、ダイオキシン
類の調査を継続し、その結果を地元自治会
をはじめとする地域住民へ情報提供してい
く。また、湖西の環境を守る会との意見交換
を密にしていくことが必要と考えている。自
治会連合会で受理している誓約書は、今
後、協定書に変更していきたいという要望
があれば、市が仲介したいと考えている。

　大気保全体制の充実強化に向け
て、今後の対応は。

　大気状況のモニタリングを続け、静岡
県、豊橋市及び湖西市による「ダイオキ
シン類の測定結果を協議する会議」にお
いての意見交換の継続と施設内の立ち
入り検査の同行、地域住民や事業者と
も定期的な意見交換を行い、何かあれば
行政権のある豊橋市に申し入れていくこ
とが重要と考えている。

●加齢性難聴者の聞こえを守り、社会
参画を促す対応を

　加齢性難聴者への補聴器購入の助
成ができないか。

　加齢による難聴の高齢者は多く、難聴
は社会的・家庭的孤立、引きこもりなどに
もつながることから、市では生きがいづくり
や社会参画などの場所を提供している。
補聴器の助成は、ほとんどの市町で実施
していないことから、他市の動向を注視し
たい。

●学校給食の無償化または負担軽減に
ついて

　市長の選挙公約でもある小・中学校
の給食費補助について、市の考えは。

　財政上の課題もあるが、何が子育て
世代の支援や定住促進の支援などに有
効なのかを検討し、優先順位を考え、保
護者や関係機関と話し合いながら、前向
きに考えていきたい。

荻野 利明

湖西病院を地域包括ケアの核とする考えは▲ ▲ ▲

市民が安心して受診可能な地域医療の核と位置づけ、充実を図ることが重要と考える

　市立湖西病院を地域包括ケアの核
として充実させるべきと考えるが、市
の考えは。

　湖西病院は市民が安心して受診でき
る地域医療の核と位置づけ、在宅療養
者の急変時の受け入れや、在宅医療・
介護の支援をし、在宅で安心して暮らせ
るような環境づくりに努めていきたい。具
体的には、今年６月に設けた地域包括ケ
ア病床を今後拡大し、市と病院との連携

強化や、市の訪問看護ステーションを湖
西病院へ移転する準備を進めている。

　市民に対する医療機関・福祉に関
する情報の見える化をどのように考え
ているか。

　現在、ウェブサイト、広報紙、ガイドブッ
クなどを通して常に最新情報を提供する
よう心掛けている。今後、多様な情報発
信の手段を研究し、市民に分かりやすい
情報提供ができるよう努めていきたい。

中村 博行

次の副市長を民間から抜擢する考えは▲ ▲ ▲

副市長という枠にとらわれず、必要な部署、必要な職責に応じた登用をしていきたい

三上 　元 　次の副市長を民間から抜擢する考
えは。

　変化していく行政需要や政策課題に
対して、迅速かつ柔軟に対応できるかが
組織として必要である。現在、病院事業
管理者や経営戦略監など民間経験のあ

る専門知識を持った人材を登用してい
る。また、昨年度からは、職員採用試験に
おいて、キャリア採用枠を設けて、様々な
専門的知見をもった人材を採用できるよ
うにした。民間経験のメリットを活かした人
材について、副市長という枠にとらわれ
ず、必要な部署、必要な職責に応じて登
用をしていきたい。

●次の副市長を民間から抜擢する考えは

その他の質問 ●保育園給食費の負担の取り扱いについて

●地域医療体制の充実について考えを伺う

　８月20日（火）夏休み中の子どもたちが、議会について学びに来てくれました。
　当日は、議場でモニターを使いながら、議会のしくみについて説明。説明後は、議長席に座ったり、
その様子をカメラで撮影するなどの体験をしていただきました。

　7月23日（火）に福祉教育委員会
主催による勉強会を開催しました。
　湖西市の重要課題である市立湖
西病院の経営状況について、病院が
改善に向けてこれから取り組むべきこ
とを、全議員で調査研究しました。

●今日初めて議場に入ったので席がたく
さんあってビックリ！
●「議員」という言葉は、テレビなどでよく
聞くけど、どういう立場の人なのかよく
分からなかったから、知れてよかった。

＜子どもたちからいただいた感想＞
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加齢性難聴者への補聴器購入の助成を▲ ▲ ▲

ほとんどの市町が未実施なため、他市の動向を注視したい

市民の不安を払拭していくための対応は▲ ▲ ▲

ダイオキシン類の調査を継続し、その結果を地域住民へ情報提供していく

吉田 建二

●大気保全体制の強化に向けて

　市民の不安を払拭していくための対応
は。また、自治会連合会で受理している誓
約書を協定書に変更していく考えは。

　空気や水を保全するために、ダイオキシン
類の調査を継続し、その結果を地元自治会
をはじめとする地域住民へ情報提供してい
く。また、湖西の環境を守る会との意見交換
を密にしていくことが必要と考えている。自
治会連合会で受理している誓約書は、今
後、協定書に変更していきたいという要望
があれば、市が仲介したいと考えている。

　大気保全体制の充実強化に向け
て、今後の対応は。

　大気状況のモニタリングを続け、静岡
県、豊橋市及び湖西市による「ダイオキ
シン類の測定結果を協議する会議」にお
いての意見交換の継続と施設内の立ち
入り検査の同行、地域住民や事業者と
も定期的な意見交換を行い、何かあれば
行政権のある豊橋市に申し入れていくこ
とが重要と考えている。

●加齢性難聴者の聞こえを守り、社会
参画を促す対応を

　加齢性難聴者への補聴器購入の助
成ができないか。

　加齢による難聴の高齢者は多く、難聴
は社会的・家庭的孤立、引きこもりなどに
もつながることから、市では生きがいづくり
や社会参画などの場所を提供している。
補聴器の助成は、ほとんどの市町で実施
していないことから、他市の動向を注視し
たい。

●学校給食の無償化または負担軽減に
ついて

　市長の選挙公約でもある小・中学校
の給食費補助について、市の考えは。

　財政上の課題もあるが、何が子育て
世代の支援や定住促進の支援などに有
効なのかを検討し、優先順位を考え、保
護者や関係機関と話し合いながら、前向
きに考えていきたい。

荻野 利明

湖西病院を地域包括ケアの核とする考えは▲ ▲ ▲

市民が安心して受診可能な地域医療の核と位置づけ、充実を図ることが重要と考える

　市立湖西病院を地域包括ケアの核
として充実させるべきと考えるが、市
の考えは。

　湖西病院は市民が安心して受診でき
る地域医療の核と位置づけ、在宅療養
者の急変時の受け入れや、在宅医療・
介護の支援をし、在宅で安心して暮らせ
るような環境づくりに努めていきたい。具
体的には、今年６月に設けた地域包括ケ
ア病床を今後拡大し、市と病院との連携

強化や、市の訪問看護ステーションを湖
西病院へ移転する準備を進めている。

　市民に対する医療機関・福祉に関
する情報の見える化をどのように考え
ているか。

　現在、ウェブサイト、広報紙、ガイドブッ
クなどを通して常に最新情報を提供する
よう心掛けている。今後、多様な情報発
信の手段を研究し、市民に分かりやすい
情報提供ができるよう努めていきたい。

中村 博行

次の副市長を民間から抜擢する考えは▲ ▲ ▲

副市長という枠にとらわれず、必要な部署、必要な職責に応じた登用をしていきたい

三上 　元 　次の副市長を民間から抜擢する考
えは。

　変化していく行政需要や政策課題に
対して、迅速かつ柔軟に対応できるかが
組織として必要である。現在、病院事業
管理者や経営戦略監など民間経験のあ

る専門知識を持った人材を登用してい
る。また、昨年度からは、職員採用試験に
おいて、キャリア採用枠を設けて、様々な
専門的知見をもった人材を採用できるよ
うにした。民間経験のメリットを活かした人
材について、副市長という枠にとらわれ
ず、必要な部署、必要な職責に応じて登
用をしていきたい。

●次の副市長を民間から抜擢する考えは

その他の質問 ●保育園給食費の負担の取り扱いについて

●地域医療体制の充実について考えを伺う

　８月20日（火）夏休み中の子どもたちが、議会について学びに来てくれました。
　当日は、議場でモニターを使いながら、議会のしくみについて説明。説明後は、議長席に座ったり、
その様子をカメラで撮影するなどの体験をしていただきました。

　7月23日（火）に福祉教育委員会
主催による勉強会を開催しました。
　湖西市の重要課題である市立湖
西病院の経営状況について、病院が
改善に向けてこれから取り組むべきこ
とを、全議員で調査研究しました。

●今日初めて議場に入ったので席がたく
さんあってビックリ！
●「議員」という言葉は、テレビなどでよく
聞くけど、どういう立場の人なのかよく
分からなかったから、知れてよかった。

＜子どもたちからいただいた感想＞
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予定が変わることもありますので、議会事務局へお問い合わせください。

　編集にあたり、「作成する側」の思いと「読んで内容を理解する側」の狭間に立ち、自
分であればどう感じるだろうか、感性を刺激する、印象に残る読み物になっているだろ
うかと思うことが多々ありました。
　今までの歩みの中で人に読んでいただける物に携わったことの無い者にとっては、
人に伝える編集の重要性を感じながら、仲間たちとの真剣な意見交換も味わえた貴
重な時間でした。　　
　今後とも「議会だより」をよろしくお願いいたします。
 （滝本 幸夫）

湖西市議会HPも
ご覧ください

●どなたでも傍聴できます。

●当日、市役所３階議会事務局へお越し
ください。

●予定が変わることもあります。事前に
議会事務局（TEL.053-576-4791）へ
お気軽にお問い合わせください。

本会議の一般質問が、浜松ケーブルテレビ「チャンネル・ウィン
ディ」で放映されます。

本会議のインターネット放送（生中継・録画）を市のウェブサイト
からご覧になれます。

1月31日

◎加藤 弘己　○吉田 建二
　柴田 一雄　　加藤 治司
　滝本 幸夫　　福永 桂子
　竹内 祐子　　荻野 利明

再生紙を使用しています。

市議会 お知らせからの

議会だよりを
スマホでも！

❶右のコードからアクセス
❷「マチイロ」をダウンロード
❸個人設定→お住まいの地域
　を「湖西市」に設定

「マチイロ」を使えば、「こさい議会だより」を
スマートフォンで読むことができます。

（※別途通信料が掛かります。）利 用 方 法

湖西市議会政務活動費に関する書類を、つぎのとおり閲覧することができます。

閲覧日時　午前８時30分から午後５時15分まで（土日、祝日、年末年始を除く） 
場　　所　湖西市議会事務局（市役所３階）
対　　象　収支報告書などの写しや主要な調査研究活動の内容を記載した書類など

政務活動費の
報告について

※議員ごとの収支報告の概要は、市ウェブサイトへ掲載しています。


